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大前宗子さん (８５歳、中里）
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文
字
は
地
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在
住
）

　おしゃれな水着姿が若 し々い大前さん。保健福祉セン

ターひまわりのプールに、平成９年の開設当時から通って

います。｢最初は毎日、７年前に手術してからは一日おき。

約1時間半プールで歩いて、その後はお風呂。おかげさま

で風邪も引かなくなりました。やっぱり続けることが大事ね｣

　出身は、稲作が盛んな西地区です。｢終戦直後は、とっ

ても広い田んぼがある大百姓でね。牛を使ったりして、私

も働きました。若い時から鍛えとるから、体が丈夫なのね｣

　プールへは、いつも自分で車を運転。５７歳の時、「お前

なら取れる！」とご主人に応援されて、島後の教習所で自

動車免許を取りました。また、お花の先生を去年引退する

まで２０年も続けていたり、料理も達人級だったりと、女性

らしい特技もバッチリ。海藻や魚が好物で、丁寧に作った

料理が毎日食卓に並びます。「主人がね、旅館並みだと

いって喜ぶんですよ」と笑う大前さん、とっても嬉しそう。

　「好きなことしてきたから、いつ死んでも悔いはないんで

す。でも、脳梗塞で自宅療養中の主人を支えながら一緒に

元気でいたいから、これからもせっせとプールに通いつづけ

ますよ！」（聞き手・岡本）


